
令和２年度 第１回岩美町男女共同参画審議会 議事録 

 

１ 日 時  令和２年６月２９日（月）午前１０時００分～午前１１時５５分 

 

２ 場 所  岩美町役場 ２階 中会議室 

 

３ 出席者  出席委員１０名 欠席委員１名 

  （委員）   山田 恭子（女性団体連絡協議会） 下根 鈴江（女性団体連絡協議会） 新田 範子（女

性団体連絡協議会） 土井 啓子（女性団体連絡協議会） 岡田 美恵子（女性団体連     

絡協議会） 田中 篤夫（自治会長会） 日下部 衆理（地区公民館長会） 福田 彩佳

（小・中学校 PTA連合会） 松本 光義（公募） 田中 清一（公募）  

（事務局） 次長 出井 康恵（岩美町教育委員会事務局）  

参事 岡本 良恵（      〃          ） 

廣田 哲子（      〃          ） 

 

４ 概 要 

１ 開  会 

 委員総数１１名のうち、本日の出席委員は１０名で過半数に達しており、審議会は成立 

 

２ あいさつ 

 山田会長からあいさつ 

 

３ 議  事 

（１）第２次岩美町男女共同参画に関する基本計画における令和２年度の取り組みについて 

 ○事 務 局   これより進行は、会長にお願いいたします。 

 ●会  長   では、次第に沿って進めます。はじめに（１）第２次岩美町男女共同参画に関す

る基本計画における令和２年度の取り組みについて事務局から説明をお願いしま

す。 

 

        （事務局から取り組み内容について説明） 

      

 ●会  長   ただ今事務局から説明のありましたことに関して、ご意見、質問等ありますか。 

 

 ●委  員   ２ページの性別にとらわれず、能力を発揮できる職場づくり（１）職場における

男女の均等な雇用と待遇の確保ということで研修会が計画されている。講師を松江

の企業から迎えるようだが、新聞に FDK 鳥取(株)では女性が総務部長に登用され、

男女共同参画が進んでいることが掲載されていた。県外から講師を招くこともいい



が、地元岩美町で頑張って取り組んでいるところのことをぜひ、紹介していただき

たい。 

 

 ●委  員    新型コロナウイルス感染拡大により社会が大きく変わり、DV や雇用問題におけ

る格差の拡大などが男女共同参画の数値目標へも影響するのではないかと考える。 

また、計画の中で防災などにおける男女共同参画の推進として気になるのが、近

年、台風や豪雨などの水害が多発している状況で、これらに加えて新型コロナウイ

ルス感染防止もしていかないといけない。それを踏まえた男女共同参画の視点から

みる防災を考える必要があるのではないか。DV についても町民に関心を持っても

らえるような内容とするなど、今、起こっている問題に注目してほしい。 

 

   ●委  員    男女共同参画の視点からみた地域防災に絡めての情報提供。先日、開催された自

治会長会の議題の中で、町内には指定避難所となっている各小学校体育館など５か

所あるが、新型コロナウイルス感染予防の観点から言うと、収容人数に制限が出て

くる。そのため、緊急避難場所の開設も必要となるため、自治会にも協力してほし

いとの話があった。 

また、避難所設営のノウハウを町と自治会とで実際に行いながら協議、調整して

いきたいとのことであった。 

 

   ●委  員   女と男のつどいは１１月１日に開催する予定となっているが、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため様々なイベントが中止される中で、ほんとに開催できるのか。 

           開催するとすれば、３密を避けるなどの感染防止策をしっかりしていただきたい。 

 

○事 務 局   女と男のつどいは、１０月下旬から１１月上旬に開催される『いわみフレッシュ

フェスティバル』というイベントの中の１つで、現段階ではフェスティバル自体を

中止する等の決定はしておりません。何でも中止ということではなく、できること

をしていくと考えることも必要と思っております。委員の皆様はどのように思われ

るのか、ご意見をお聞かせ願いたいと思います。 

 

●委  員   開催する方向で進めるとすれば、例えば、ネット環境を整えて生配信をする、参

加人数の制限、生で放送が可能であればケーブルテレビで流し、その日時に自宅に

居ながら講演を聞くことができるようにするなどの方法が考えられる。 

また、ホールだけではなく、公民館内の別の部屋を使って映像中継で聞くとか、

行かないと聞けないではなく、行かなくても聞けるという見方で考えてみたらいい

のでは。 

 

●会  長   確かにテレワークなどネットを利用した方法が取り入れられているいま、可能で

あれば開催できる方法をと思いますが、開催時期が１１月と先のこともあり、その

時どういう状況なのかということもあります。その時の状況を考慮して決める必要



があるかと思います。 

 

●委  員    私は、ネットを介した一方方向の講演よりはやはり講師を交えた双方向の講演が

いい。ケーブルテレビが映らない家庭もあることを考えると、３密を避けて参加人

数を制限した形で実際に講師を呼んだほうが良いと思う。ただ今後、感染状況がど

うなるか分からない。第２波がくるかもしれないが、できる状況であれば人数制限

して開催していただきたいと思う。 

 

   ●委  員   今までの意見をまとめると、研修会等についてはできるだけ開催できる方法を、

例えば感染リスクを避けるなどの策を考えて検討してみること。ただ、どうしても

無理なようであれば中止となっても仕方がない。今まで出た意見に対してどう動く

のかが重要。 

また、意識を変えなければいけないのは必要なことで、そのために何をするかで

ある。避難所においても地域の皆さんが男女共同参画の意識をもって運営できるよ

うになるようにしていかなければならない。 

 

   ○事 務 局   では、研修会等については新型コロナウイルス感染状況が今以上に拡大しないよ

うであれば、委員の皆様の意見を反映して開催できる方法を検討していきたいと思

います。ただ今後、感染状況が拡大するかもしれませんので、その時は状況を見な

がら決めたいと思います。防災についてですが、指定避難所に加えて緊急避難所を

開設するということでよろしかったでしょうか。 

 

   ●委  員   新型コロナウイルス感染が今後どのようなことになるのか分からないので、必要

な時に住民が避難するところがないということにならないよう緊急避難所の開設

をお願いしたいとの話でした。今後どうするか総務課は具体的には決めていないと

のことだったが、徐々に各地区へ出向いて説明をするとのことなので、事前に男女

共同参画の視点を取り入れてどういったことをすべきなのかなど総務課へ話をし

ておいたらいいのではないかと思う。 

 

 ○事 務 局   総務課と協議しながら、防災においての男女共同参画について検討をしていきた

いと思います。 

 

 ●委  員   参考資料の岩美町の女性登用状況において、各審議会等の合計登用率が前回から

２．５％増加しているが、中でも防災に関連した審議会等の登用率の低さが目立つ。

何が原因でこのような数値になっているのか、このまま何の手立ても打たずにいれ

ばずっと女性登用率は低いままだろう。例えば、条例を見直すことで改善するなら

改正を促すなど、総務課に担当課が積極的に働きかけるべきであると考える。 

  

○事 務 局     女性登用の割合を下げている原因としては、構成委員があて職であること、また、



その職にある方がほぼ男性であることにあるのではないかと思われます。 

 

●委  員   ですから、そこを変えていかないといけないと思う。 

 

○事 務 局      条例改正して委員構成を女性の多い団体などにすることも一つの方法だと思い

ます。しかし、この防災関係の委員である自治会や消防署、警察の役員などは未だ

に男性が主だと思いますが、PTAなどの役員については、以前は男性中心で構成さ

れていましたが、現在は、女性の割合がかなり増えています。 

従って、構成されている枠に元々男性中心である消防署や警察などの役員に女性

が増えることが必要ではないかと思います。そこに女性が増えることによって全体

の割合が上がるのではないでしょうか。 

 

●委  員   ただ、男女共同参画担当課として、令和２年度には女性の登用率３５％を達成す

ると目標を立てているわけだから、何がベストな方法かを考えなければならない。

女性登用率は全体としては上がっていっているので改善がみられるわけだが、各種

審議会等に着眼すると防災関係があまりにも低すぎるので、担当課に改善を促すべ

きかと思われる。 

 

○事 務 局      構成委員の中で、役員ではなくても女性を出してもらう事ができないか担当課

に打診してみたいと思います。 

 

 

●委  員   計画の中に自主防災組織における女性の参画を指導とある。そうならば、市町村

防災会議にも女性を積極的に登用し、必要ならば条例改正を行うべきと考える。何

のための男女共同参画かを考えれば、改善の必要性が見えてくると思う。 

 

●委  員   女性登用数値目標３５％を達成しようと思うと、あと０．５％であり、例えば今

年の１０月に改選がある民生委員推薦会で女性委員が一人増えれば目標を達成で

きるということになる。ただ、数字だけを追いかければいいというのではなく、根

本的なところから変えていくことが大前提ではある。 

それから、男女共同参画の次期計画策定に向けての大まかなスケジュールと審

議会との関連も併せて説明を願いたい。 

 

       （事務局からスケジュール及び意識調査回収数等について説明） 

      

●委  員   アンケートが送られてきたという方から、内容がわかりにくく答えにくい、難し

いとの意見があった。 

 

●委  員   私は、内容についてそんなに難しくないと思うが、量が多いのでしんどくなるの



では。 

 

●委  員   アンケートの質問で自分には当てはまらないような項目があり、どうしたらいい

のか困惑したとの意見もあった。 

 

○事 務 局   次回のアンケート調査を行う際には、皆様からいただいた意見を踏まえて検討し

たいと思います。 

 

 ●委  員   調査票についての提案として、質問の回答項目に、「あてはまらない」「わからな

い」というのを加えればいいのではないでしょうか。また、字が小さいというので

あれば、アンケート調査文字拡大版を作れば見やすくなるので答えやすくなるの

ではないかと思う。また、アンケートを答えるのにかかる時間の目安を入れておく

など。 

 

 ●委  員    資料１に掲載されている審議会等以外で町内の様々な団体があると思うが、そこ

に女性がどのくらい参加しているのかがわかると、岩美町における男女共同参画の

現状が見えるのではないかと思う。 

 

●委  員    その意見には賛同する。私も、例えば、ケーブルテレビの岩美町チャンネルを使

った男女共同参画推進放送として、各地区で初めての女性役員が誕生したら紹介す

るなどいい取り組みをしているところはPRしていくことも女性の参画推進の一助

になると思う。 

 

 ○事 務 局   ありがとうございます。委員の皆様の意見を取り入れながら、PR等の取り組み

を考えていきたいと思います。 

   

●会  長    そのほか何か質問等はありますか。 

 

        （委員全員がなし） 

 

（２）その他 

           （委員全員質問等なし） 

 

  ４ 閉  会 

    以上をもって議事全ての審議を終了し、午前１１時５５分閉会した。 

 

 

   

 


